
＜情報活用能力育成のための想定される学習内容と各教科等の学習内容の関係＞

＜教師の願い＞
児童の情報機器等の操作の習
熟はもちろんだが、授業の中で、

教科や領域の指導内容に効果
的に働くように活用したいと考
えている。

＜地域の実態＞
昔ながらの地区と新興住宅地
が共存しており、各家庭間の情
報リテラシーにばらつきがある。
地域コミュニティは教育活動に
対し協力的であり、学校行事や
見守りに進んで参加してくれる。

＜保護者・地域の願い＞
保護者は、情報や情報機器の
正しい扱い方を学んでほしいと

感じている。地域は、将来の地
域を支える人材を育成すること
が大きな願いである。

＜児童の実態＞
落ち着いて学習に臨むことがで
きている。一人一台端末も、各学
年の段階に応じて活用できてい
る。スマートフォン等の所持率は
高く、高学年ではＳＮＳとの関わ
り方に課題がある。

＜情報活用能力育成の目標＞

児童が、目的に応じて情報を取捨選択しながら整理・分析し
たり、相手や意図に合わせて情報を表現・発信できるようにす
る。 また、身につけた情報活用能力を生かし、主体的で対話
的な深い学びにつなげることができるようにする。

＜学校の教育目標＞

確かな学力、豊かな心、

たくましく生きる力をもつ子どもの育成
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知識及び技能

各教科等の特性を生かした課題を設定
し、探究的な学習において、各教科等で
身につけた資質・能力を生かしながら、
情報の整理・分析の仕方について学ぶ。
（ロイロノートを活用した考える活動を仕
組む）

思考力、判断力、
表現力等

各教科等において、情報機器等を活用し
た主体的・対話的で深い学びの視点か
らの学習を通して、その教科等の見方・考
え方を働かせ、根拠や理由が明確な考え
をつくったり、考えたことを表現したりする。

学びに向かう力、
人間性等

各教科等の学習の中で、多角的に情報
を検討しようとする態度を身につける。ま
た、情報を責任をもって適切に扱おうとす
る態度を身につける。

＜情報活用能力と各教科で育成を目指す資質・能力の関係＞

各教科等の資質・能力

想定される学習内容 各教科等の学習内容

基本的な操作等

・キーボードを使った日本語入力
・映像の撮影
・インターネット上の情報の閲覧

【国語】ローマ字入力によって発表資料などを作成する。
【生活・理科】観察したいものや実験の様子を撮影し、記録などに役立てる。
【社会・総合】インターネットで学習に関わる内容を検索する。

問題解決・探求に
おける情報活用

・課題を見つけ、設定する
・情報を収集し、整理・分析する
・自らの考えをまとめ、表現する
・考えや学び方をふり返る

【算数・理科・社会】
複数の事柄をある観点から捉え、それらの共通点や相違点を見つける。
【総合】調べたインターネット上の情報を精査し、信憑性を吟味する。

プログラミング

・フローチャート等の図形や記号の組み合わせ
を、意図した活動に近づくために論理的に考
える

【算数・理科】
プログラミング的思考と論理的思考を結びつけ、コンピューター上で体験的
に学習する活動を位置づける。

情報モラル
情報セキュリティ

・情報社会や情報手段の特性を理解し、安全
かつ適切に情報手段を使う
・自他の個人情報の重要性を知り、IDやパス
ワードを適切に使う

【道徳・学活等】
情報モラル等の指導内容を各学年に示し、各教科等の内容と関連させて、
併せて指導を行う。また、保護者も参加できる講演会を実施し、家庭との連
携を図りながら情報モラル等について学べる機会を設ける。

＜活用する情報機器や学習支援アプリ等＞

・児童用タブレットPC（Windows10） ・教師用タブレットPC（Windows10） ・電子黒板 ・iPad
・ロイロノート ・Microsoft 365各アプリ ・デジタル教科書 ・ドリルプラネット ・各種タイピング練習アプリ

＜外部人材等との連携＞

ICT支援員等：研修、授業支援、環境整備 Ｏ町教育委員会：小中連携、環境整備、トラブル対応 教育事務所：指導助言


